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The Children's Autonomy and Parents' Self-acceptance 
一-a study of parent education through toy-making by mother-child groups--

































































































































































































































































































































-238- 児 重 学
表-2 A (33オ)の場合 一…長女(5歳)，次女(3歳)
活動



















































15分量でほる. r r紛穐咽あるから』 川 俊勺た版画をみて、 「私もしてみたいoJ 
うても、『ねえへん』いうから、主人と rlとい"J.
させといτゃるか』と.そのBはお風呂にI r己乙内来るのが昨年よりも、私自身た






















休み.( 5月-9月 ) 1在ので、嫁(4才 )にかかりっき"になる.
規子ともに療しそうにや|鎌前方には、釘を打ったり、 のと ぎ句を使
ってく る.毎回材制(廃品)1今たとする ときにも、 子どものペースにあ
をもってくる.も勺てきた|わせて作業する.














































しかし，発言を始めると長q と同 じことを 自己中心的な






























































































全体的在ょうす | 子どもを見る目 | 自分自身を見る目






































「ζ白人にゴム飯どιに 1 r子どもに刃物もたせる加乙わ~，ですね.J 1ら赤ちeんと恩われるからいややからは
売っτいるのと聞いて、き |と、子どもの能力を信じる乙とができ在い|在れとく』いうて、」と癒す。
っそく買いに行勺た.彫刻|でいる. 1 r自分のやり方を反省しτい輩す.乙








伺セロ 7 T !/を見て、 fあ〉そ弓や、 ι;1て反省している.J在どとととばのよの
や』とひ..，<句返していた.子ども今τず|反省M多〈、中己中心的在表現を寸る.























旬、終わ町どるEや.，τ幸 ぇτいる制、おさえると乙ろをまち剖勺τ 由人間関係自績健在脱喝令、 t古と.弟ヲモ
'19 た旬、和l白Bにひとりだ吋 しさ今たので、子ども圧かんL..くをお ζ .とに対する不満、"に対するあわれλ
5 自
ゃうてきてsをして帰勺た される在ど、上田子制母現を支配し始め、 在ど話して帰る.
主 りする. ます吉す自信を在〈す.それに比例するよ 子どもたちが帰勺たあとでや勺τきて、
月 iI 鋼気回復後ー時期、ピY うに、兄がトヲ Yプ作"を途中でやめた時 他白メ Yパー(母親 )に自分割前吋も町
営 タσ、ず.，，，'"とグ、)-"'<7¥ など長々と脱教するようにuる。 にされたと不平を雪">.
の スカートとの明るい服装で 』血栓る晴日にやっ τ 骨て、 ~IJ<7\グルー
主p .加する. プに入りC_A 話して帰る.そ<7¥3日後IC
月 も 他的メ Yパーが自分担子 は自分の態度をわびIC(る.そのまた3
ち どもたちも指導してくれT 日後に f自分を反省L:I!わびとお礼をい
.. いるのに、モの間K近〈伺 いたくてJと電話をかけτ〈る.
作 園町演舎に出た均する. 始、夫、子ども (兄 )剖曾い争いをし
り タ";:f."，，;r.会的・IJICは出 て、子どもが梅子をふ句あげた己とを話





評価瓜目、 A B c 。 E F G H I K L 
子どものしよ今とす 行動内容 A →O x-O 品叫O ×→× '"品ー・o o-o "'-o ×→X ×→X ×→× ×→品 ×→ム
子 a る己とl'見守る 発言内容 凸-0 x-o x-O 品『ι o-"" o-"" 。 『ι x-・× x-"， ×ー・× x -x x-x 
ど
も b子どもをほめた句動. 行勧 x-o 品『品 X喝。 ι-"" '"弘ー・'"‘ ×司・"" 品『阜 x->ι x-・凸 x-o ョι-x X→X 
を 主した句する 発曾 '"‘ー・'"‘ x-O x-O o→a "'-'"‘ o-o o-o x-o o-"" x-x x-x X→'"‘ 
見
る 子ども由気持ちを豊 行動 x-o x-o x-O x-"" x-ー× '"・ ・ー" ""-0 ヲえー・3に x-x ×→A x-x ヲえー・、え
〆、 c
目子 けとめる 事E曾 d-O x-o 品-0 ""-ι ×→× o-o "'-" x-"， X_d x -ー× X→X x-o E 
も d家庭でのよ ヲすを袈 行動 "'-0 x-o x-"" x-品 o-・o x-o ""-o x-x × ー・× x-・× ×司× x-x 
σコ
~ わず 発曾 0-0 ι-0 ×→a x-o '"・ー・ζミ ι-x 品-'" x-x 4さ‘司・'"弘 x-o x-x ×→× 
N廿h 
行動 x-o x-o x-O x-品 ""-・o 4 司品 "'-" 》巳 4・x ×ー.x x-"， x-x x-x ) 総合評価
発 言 a→O x-O x-O "，-.c:込""-・ι "-" '"‘ー・£当‘ x-・4 "'-・'" x-x x-x x-o 
行動 ×→O x-c> x-o 0-0 。→o x→a 品叫品 ×→a x-o x-"，・ x-x X-X 
自 a自分自身をみつめる
分 発曾 品-0 x-o 4 →O O→O 。-0 x-x "，-o 。-o 0-0 x-o × ー・× ×ー×
自
身{ 行動 4 →O x-o x-o 0-0 。-0 x-"" "，-o x-o '"匙ー・'"‘ x-品 x-x ×→× 
を自 b自分自身を うけMる
見己 発 曾 A →O ι司。 "'-o 。-0o-o ×→× "'-o 、えー・ε2‘ 0-0 ""-0 x-x 、《 ・ーヲに
る受 行動 A →O ×→O ×司。 。→O 。→O ヨι→ι A →a x-ι o-'" x-o x-・x X→× 
自答) 総合野価
発 言 A →O a→O 品『。 。『。 。-0 x-x "-" x-o 0-0 "-0 x-・× 、えー・、え
自分自身楽しんで作る























a b c 
A B C D E F G H I J 玄 L 
子どもの 行 動 x-o x-O x.O x...:コ‘ Ll‘ー・Ll‘A....A Ll‘ー・.0・ x..x ×→X X→a X→X x..x 
受 容 発 言 A..O x-o x.O Ll‘ ・ーA Ll‘...0‘ Ll‘ ・ーLl‘ Ll‘ー・A x-・Ll‘ A-・Ll‘ x-・3ι X→X x-・Ll‘
行動 A→O X→O x-o 0-0 0-0 X明・A 品→ι X→A Ll‘ー・A X..A x..x x..x 
自己受容
発 言 A→O A-O A-O O→O 0-0 x..x A....A X....A 0→O A-O x喝 X x.x 
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Summary 
The aim of parent education is， to the authors， tohelp parents reconsider their ways of bringing.up so that they may 
become aw釘eof the children's ability to develop from within and capable of fostering that development. This is a 
report on an experiment with a group of mothers and their preschool children for making toys， the activity which 
presumably wil attract them and promote their initiative if they are given as many opportunities to try any ideas for 
themselves as問ssible，and if they are encouraged by・thepositive evaJuation of their ideas. labers and works' and by 
. the active listemng.' 
The joint work of making toys by the mothers and children and the discussion about it by the mothers were conduct. 
ed alternately every week. In seven months some of the mothers showed a considerable progress in their attitudes 
towards their children. while litle growth was recognised釘nongthose who lack in desirable self.recognition and 
self.acceptance. Many of the latter had some troubles concerning their family life. life history. physical handicap. and 
s∞iaJ repression. These results deepened the authors' belief that the emotional approaches be indlspensable in the 
parent education as formulated above 
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